
            

                

『 旅立ちの日を前に、未来への準備を 』 
校 長   

 春の訪れを感じる季節となりました。校庭の木々も芽吹き始め、子どもたちの笑顔に新
しい希望が重なります。令和７年度も残りわずかとなり、卒業や進級を迎えるこの時期は、
一人ひとりの成長を振り返る大切な節目です。 
 ３年生は、義務教育の締めくくりとして卒業式を迎えます。これまでの努力と経験を胸
に、次のステージへと自信をもって歩み出してください。皆さんが「自分は未来の責任者」
であることを胸に、新たな一歩を踏み出してほしいと思います。皆さんの未来には、無限
の可能性が広がっています。失敗を恐れず、挑戦を続ける姿勢を忘れないでください。 
 ここで、皆さんの門出に「餞(はなむけ)」の言葉を贈ります。 
 皆さんが歩んできた日々は、いつも周りの支えとともにありました。声をかけ合う友だ
ち、そっと見守ってくれた家族、困ったときに手を差し伸べてくれた誰か。そのひとつひ
とつの「助け」が、皆さんの成長を励まし、今日の姿へとつないでくれました。受けた優
しさを同じ人に返せなくても、これから出会う誰かへ届けることはできます。その思いや
りの連鎖こそが、皆さんの旅立ちをより温かなものにしてくれるはずです。どうか、これ
からの歩みにも「優しさの一歩」を忘れずに進んでください。 
 一方、１・２年生は、新しい学年に向けて準備を進める時期です。学習や生活の振り返
りをし、次年度の目標をしっかりと立てましょう。「自分で考え、自分で決められる力」を
さらに伸ばし、主体的な学びを深めることが、これからの社会で生きる力につながります。
皆さんもまた、「自分は未来の責任者」であることを意識し、新しい学年をともに築いてい
ってほしいと思います。 
 保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動に深いご理解と温かいご支援を賜り、心よ
り感謝申し上げます。お子様の成長を共に喜び、時には悩みながら支えてくださったこと
が、学校にとって何よりの力となりました。今後も『「生きる力」を育む』教育を目指し、
教職員一同、力を尽くしてまいります。 
 春休みは、次の学年に向けて準備する大切な期間です。短時間でも毎日机に向かい、復
習や読書に取り組む習慣を続けましょう。小さな積み重ねが、大きな自信につながります。 
 春は新しい出発の季節です。希望を胸に、一人ひとりが輝ける学校づくりを、教職員一
同で進めてまいります。 
 
 保護者・地域の皆様へ 
 一年間、本校の教育活動にご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございました。また、
地域の皆様におかれましては、ご多用の中「学校だより」の回覧等にご協力いただきまし
たこと、心より感謝申し上げます。令和８年度も、引き続き本校への温かいご支援を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 




